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研究成果概要 
 本研究では、銀河宇宙線が地球の気候変動に及ぼす影響を、樹木年輪およびアイスコア

中の宇宙線生成核種の分析による宇宙線量復元と、樹木年輪中の安定同位体分析による

古気候復元より明らかにすることを目的としている。また、宇宙線が気候システムに影

響するプロセスを明らかにするため、マウンダー極小期などの宇宙線イベント時におけ

る世界各地のモンスーン活動のマッピングを行うとともに、雲量データ等の解析により

フォーブッシュ減少イベントへの気象応答の解析を行っている。併せて、地球史におい

て宇宙環境が地球に影響を及ぼしていた可能性について議論している。 
平成 25 年度は、マウンダー極小期において発生していた宇宙線の 28 年周期にともな

う気候応答を明らかにするため、アジア域を中心として樹木年輪中の酸素同位体復元を

行った。日本においては梅雨時期における雨量の増加が顕著であるが、台湾ではその影

響が少ないなど、地域差が明らかになりつつある。 
また、より長期的に太陽圏の環境と気候変動との関連性を調べるため、4 万年前までの

樹木年輪の分析を進めている。宇宙線の“22 年”周期変動の時系列プロファイルを得て、

気候変動に検出されるかどうか、また、気候のセッティングに応じて宇宙線に対する気

候応答に変化が見られるかどうか、検証を進めている。 
 その他、平成 25 年度も引き続き雲量ほか大気成分データに含まれる 27 日周期変動の

解析を行い、太陽活動/宇宙線変動の影響の伝搬について議論を行った。 
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